
校庭の木々が桜から鮮やかな新緑に包まれ、爽やかな風が吹き抜ける季節となりました。令和 8年度が

スタートして２週間余り。子どもたちの元気な声が響く校内に、少しずつ、しかし確かな変化が見え始め

ています。今年度、本校は「かかわるすべての人を幸せに、ワクワクする韮崎小学校へ」というビジョン

を掲げました。その具現化に向けて、私は始業式と入学式で、子どもたちと「ある約束」をしました。今

日は、その後の子どもたちのがんばりをお伝えします。 

始業式で話した「3つの心のスイッチ」 

 進級した 2年生から 6年生に、自分を輝かせるためのスイッチの話を伝えました。 

「はっけん！」を楽しむスイッチ（黄色）： 「どうして？」というワクワクを学びの魔法に変える。 

「ふわふわ言葉」を広げるスイッチ（ピンク）： 「ありがとう」など、心を温かくする言葉を広げる。 

「あたりまえ」をみがくスイッチ（青色）： 挨拶や掃除など、当たり前のことを丁寧に行う（凡事徹底）。 

 

入学式で贈った「3つの魔法の言葉」 

 1年生には、学校が楽しくなる 3つの魔法を教えました。 

「元気にあいさつ」： 友達と仲良くなる最初の魔法。「おはよう」「さよなら」「ありがとう」 

「何でもやってみる」： 難しいことにも挑戦する魔法。「よし、やってみよう」「失敗したっていいじゃん」 

「お友だちにやさしく」： 相手を思いやる魔法。「いっしょ遊ぼう」「手伝うよ」「どうしたの」 

 

最近の学校生活の中で、これらのスイッチや魔法が効いている場面に数多く出会います。まず、玄関を

通ると、下駄箱の靴が美しく揃っています。清掃の時間には、「せっせと無言清掃」に取り組む姿が見られ、

学校中がピカピカに磨かれています。授業では、「先生、自分はこう考えました」と、自ら進んで発表する

姿が増えてきました。誰かに教わるのを待つのではなく、自ら問いを立てて学ぶ「子どもが主語」の授業

が、教室のあちこちで生まれています。みんなのワクワクをつくるため、子どもたちも先生たちもがんば

っています。1学期、いいスタートがきれています。韮崎小学校の「これから」にご期待ください。  
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